【様式A】




令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


英語科（第３学年）


テーマ〖The Great Pacific Garbage Patch〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉南市立泉南中学校　








≪学習のねらい≫


　・海に捨てられたプラスチックごみの問題を通して、環境問題について考える機会をもつ。


　・環境問題について自分の意見をもち、自分たちのできることを考える。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　11月～１２月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


英語科�
教科書を読む


・世界にある５つのごみベルトについて知る。


・ごみベルトの問題に挑んだオランダ人の青年ボーヤン・スラットの言葉について考える�
■内容について補足説明を行う。


■地球規模の問題でありながら、身近な問題であることに気づく。�
�
２


英語科�
映像を見る


・実際にごみベルトに関する映像を見て、生物への影響についても考える。


・視聴後に感想を書き、意見を交換する。�
■映像で見ることでごみベルトのイメージをもてるようにする。


■感想は日本語でも英語でも良い。�
�
３


英語科�
自分たちにできることを考える


“Don’t we all want a future that is better than the present? ”に対する自分の考えを書く。�
■考えがまとまらない生徒には、身近なこととしてとらえるようにヒントをあたえる。�
�
４


英語科�
パフォーマンステスト（ライティング）


与えられた２つのトピックからどちらかを選んで、自分の意見を英文で書く。


① What do you think we can do to reduce ocean garbage?


② Do you agree that riding buses is better for the environment than using cars?�
■授業で学習したことを思い出しながら、自分の考えを書くようにアドバイスをする。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　開隆堂　 SUNSHINE ENGLISH COURSE ３   


Program ６  The Great Pacific Garbage Patch　　


  映像　　「太平洋に浮かぶゴミ島」（YouTubeより）


https://www.youtube.com/watch?v=jWMbKqMsjlQ


≪成果≫


　ごみベルトについて初めて知る生徒も多くおり、環境問題について


考える良いきっかけとなった。16歳の青年の取組みを学ぶことで


自分たちにもできることがあると実感している生徒もいた。


また３年間続けてきたライティングパフォーマンステストのまとめ


としても地球規模の問題について考える良い活動となった。








【生徒の作品例】


トピック① 


I have an idea to reduce ocean garbage.  I think we should not use any plastic things such as plastic straws and plastic bottles when we drink coffee.








